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平成30年度当初予算総額 356億5,042万円を可決
一般会計予算197億8,300万円 特別 会計・企業会計158億6,742万円 】

平成30年度
特別会計・企業会計予算

（単位：千円）

集中管理特別会計 3,559,019

下水道事業特別会計 758,744

集落排水事業特別会計 385,092

浄化槽事業特別会計 101,511

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,059,561

国民健康保険特別会計（田沢診療所） 23,112

国民健康保険特別会計（神代診療所） 90,267

後期高齢者医療特別会計 309,155

介護保険特別会計 444,655

生保内財産区特別会計 67,000

田沢財産区特別会計 35,123

雲然財産区特別会計 3,411

病院事業会計（企業会計） 5,901,236

温泉事業会計（企業会計） 71,872

水道事業会計（企業会計） 1,057,669

合　計 15,867,42

（注）企業会計については、収益的支出及び資本的支出の
合算額を登載した。

第１回定例会が 2 月 19 日から 3 月 13 日ま
での 23 日間の会期で開催され、平成 30

年度一般会計予算案など 54 件が審議された。
　初日に仙北市堆肥センター条例制定案、仙北
市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例の一部改正案等 14 件、平
成 30 年度仙北市集中管理特別会計予算案等の
特別会計予算案９件、平成２９年度一般会計補

正予算案等が上程され、教育長等の人事案件５
件については初日に同意された。議会最終日に
は除雪費不足による平成 29 年度一般会計補正
予算案等３件が追加上程され、特別職 ( 市長、
副市長、教育長 ) の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例案は賛成少数で否決さ
れ、それ以外の議案は全て可決された。

−３月定例会−

角館総合病院精神科医師３名全
員３月末で退職。精神科入院病
棟休止される。外来は非常勤医師
で対応継続される。

　病院事業会計が3億 5,397 万円の赤字予算、支出に現
金支出の伴わない減価償却費 4億 8,574 万円が含まれて
いるため、現金収支は1億 6,716 万円の黒字となっている。
赤字は角館総合病院事業会計からで、平成 28 年、29 年
は病院建設、開院に伴う新医療機器への職員習熟のため
の患者数を抑制した年度よりもさらに、一部外来診療中止の
ため年間 11,712 人少ない外来患者数計上予算。30 年度
からは建設費用償還年度である。市民の信頼に応え患者数
の増加策を。

　人口 10 万人を越える自治体であっても、1市立病院の経
営により自治体の経営が厳しくなっている自治体が多い。人
口が3万人を大きく割り込んだ当市は人口減が続く中で、2
つの市立病院を経営していくことは不可能に近く、その方向
性を議論しなければならない。
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本定例会の焦点概要説明

本定例会は、病院関係、特別職の職員（市長、副市長、教育長）の給与及
び旅費に関する条例の一部改正、再災害防止対策事業費、国の米の生産

調整が廃止される中での仙北市の米の生産、認定こども園等について議論が
交わされた。

　市長等の特別職は条例により給与額が定められている。市長は毎年附則によ減額
改正案を議会に提出し承認されてきたが、総務文教委員会から報酬審議会での審
議を経て附則の改正でなく条例本則を改正するべきだとの意見により条例の一部改正
案は賛成少数で否決された。

　再災害防止対策事業費、これまでは災害が発生した場合災害発発生前の現況に
復するだけの工事であったため、何度も同じ場所が被災してきたものを、被災した場
所を含む一連の場所２５箇所に３０年度予算を計上整備。再び災害が発生しない復
旧事業となるのかに議論が集中した。

　国からの生産調整が廃止される中で、米の産地間競争が激化することが予想され
る。ブランド米の中心であった新潟県魚沼産コシヒカリが、昨年食味で特 A からA
に格下げになった。消費者の求めるおいしい米・野菜作りには完成した堆肥センター
の利活用について議論。

　角館保育園の幼保連携型認定こども園により、現在社会福祉法人「はなさ
き仙北」が経営している２園を含め市内５保育園が幼保連携型認定こども園
となり、小学校就学前教育のさらなる充実と小学校との情報の共有、さらに、
保育士の職員採用への雇用拡大に向けて、全保育園の「はなさき仙北」への
経営委譲等について議論が行われた。
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可決された主な議案
（一般会計予算関係は除く）

平成30年度当初予算総額 356億5,042万円を可決
一般会計予算197億8,300万円 特別 会計・企業会計158億6,742万円【

197億8,300万円 197億8,300万円

地方交付税
8,640,000千円
（43.7%）

人件費
2,994,827千円
（15.1%）

扶助費
2,258,699千円
（11.4%）

物件費
3,508,729千円
（17,7%）

維持補修費
434,686千円
（2.2%）

積立金
283,026千円
（1.4%）

貸付金
400,000千円
（2.0%）

補助費等
2,666,353千円

（13.5%）

繰出金
2,161,545千円

（10.9%）

公債費
2,141,905千円
（10.8%）

使用料及び手数料
287,380千円（1.5%）

その他
230,501千円（1.0%）

諸収入
748,665千円

（3.8%）

国庫支出金
1,949,905千円
（9,9%）

市税
2,552,812千円
（12.9%）

県支出金
1,145,616千円
（5.8%）

贈与税・
地方消費税交付金
669,000千円
（3.4%）

市債
2,156,800千円

（10.9%） 普通建設事業費
2,649,786千円

（13,4%）

繰入金
1,402,320千円

（7.1%）
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予備費
30,000千円（0.2%）

投資及び出資金
253,444千円（1.3%）

支出
（性質別）

収入
（財源別）

基金からの繰入金を大幅に増額しての予算措置


